
　　　　

R7 年 1 月 21 日

14 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名
児童発達支援事業所　まふぃん
（放課後等デイサービス） 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念 一人一人の個性や特性を踏まえ、年齢や発達段階に合わせた支援を行います。

支援方針 子どもの課題を先送りせず、子どもの行動が変わる支援を行います。

営業時間
（サービス提供時間）

送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・身だしなみや清潔保持について、自分で意識し取り組めるように支援します。
・性教育を通して、身体や心の発達について正しい知識を身に付けられるように興味関心に応じて、ロールプレイ等の分かりやす方法で伝えていきます。

・運動遊びを通して、体幹の安定を図ります。
・生活する上での苦手な感覚が軽減するように、活動の中で多様な感覚を十分に活用できるようにします。

・場に合わせた行動がとれるように、小集団で指示を理解して行動することや周りに合わせて行動できるように支援し日常生活につなげていきます。
・学習面でつまづいてる箇所をアセスメントし、必要に応じて個別に関わりながら宿題等に取り組んでいきます。

・周りや相手の事を考えながらコミュニケーションをとる事で、他者と良好な関係が築けるように支援していきます。
・分からないことを尋ねたり困りごとの発信ができるように、小集団の中で伝え方を身に付けます。

・話し合いや協力する活動を通して、自分の考えや気持ちを伝えたり、相手を認め多様な考えを受け入れられたりできるように支援していきます。
・思い通りに行かない場面や我慢しなければならない場面も経験しながら、自分自身で言動のコントロールができるように支援します。

主な行事等
・ナガヤタワーとの交流会や合同開催の行事へ参加します。（演奏会、避難訓練、交流会　等）
※　交流会の実績　まふぃんカフェ　餅つき会　等
・ナポリ通りのこども食堂のお手伝いを実施しています。

家族支援
・適宜、面談の機会を設け相談を行います。
・活動見学をしながら、支援内容の確認をします。

移行支援
・保育所等訪問支援や園との連絡会を通し、具体的な関わり方や支援につ
いての助言を行います。

地域支援・地域連携
・各機関との支援の役割分担を行い、得られた情報の共有を行い具体的な支援
について検討すします。

職員の質の向上
・毎活動ごとの打ち合わせや振り返りの中で、子どもの課題や支援方法に
ついて協議します。
・研修や自己研鑽を積極的に行います。


